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ヒバクシャ国際署名活動報告

ヒバクシャ国際署名長野駅前署名活動が行われました
ヒバクシャ国際署名⻑野県推進連絡会は、８⽉２⽇（⽇）原⽔爆ヒバクシャ国際署名⻑野県推進連絡会は、８⽉２⽇（⽇）原⽔爆

禁⽌2020年世界⼤会の開会⽇に、梅⾬明けの強い陽ざしの中、昼禁⽌2020年世界⼤会の開会⽇に、梅⾬明けの強い陽ざしの中、昼
下がりの⻑野駅前で署名を呼びかけました。このヒバクシャ国際下がりの⻑野駅前で署名を呼びかけました。このヒバクシャ国際
署名は、すでに県内77の全市町村⻑（新任を除く）と県知事を含署名は、すでに県内77の全市町村⻑（新任を除く）と県知事を含
む約25万⼈の県⺠が署名しています。む約25万⼈の県⺠が署名しています。
新型コロナウイルス対策で対⾯での署名を避け、机上においた新型コロナウイルス対策で対⾯での署名を避け、机上においた

⽤紙に署名をいただきましたが、短時間で19筆が集まりました。⽤紙に署名をいただきましたが、短時間で19筆が集まりました。
通りすがりの⾼校⽣も⾜を⽌め、署名していただきました。あいさ通りすがりの⾼校⽣も⾜を⽌め、署名していただきました。あいさ
つに⽴った連絡会代表世話⼈の藤森俊希さん（⽇本被団協事務つに⽴った連絡会代表世話⼈の藤森俊希さん（⽇本被団協事務
局次⻑）は、核兵器の「開発、実験、⽣産、保有、使⽤」だけでなく、局次⻑）は、核兵器の「開発、実験、⽣産、保有、使⽤」だけでなく、
核兵器による「威嚇」も禁⽌する「核兵器禁⽌条約」は、その発⾏核兵器による「威嚇」も禁⽌する「核兵器禁⽌条約」は、その発⾏
に必要となる50カ国の批准まであと10カ国であること、現在この条に必要となる50カ国の批准まであと10カ国であること、現在この条
約に反対している⽇本政府が率先して禁⽌条約に参加することの約に反対している⽇本政府が率先して禁⽌条約に参加することの
意義を伝えました。意義を伝えました。

ヒバクシャ国際署名⻑野県推進連絡会は、８⽉２⽇（⽇）原⽔爆
禁⽌2020年世界⼤会の開会⽇に、梅⾬明けの強い陽ざしの中、昼
下がりの⻑野駅前で署名を呼びかけました。このヒバクシャ国際
署名は、すでに県内77の全市町村⻑（新任を除く）と県知事を含
む約25万⼈の県⺠が署名しています。
新型コロナウイルス対策で対⾯での署名を避け、机上においた

⽤紙に署名をいただきましたが、短時間で19筆が集まりました。
通りすがりの⾼校⽣も⾜を⽌め、署名していただきました。あいさ
つに⽴った連絡会代表世話⼈の藤森俊希さん（⽇本被団協事務
局次⻑）は、核兵器の「開発、実験、⽣産、保有、使⽤」だけでなく、
核兵器による「威嚇」も禁⽌する「核兵器禁⽌条約」は、その発⾏
に必要となる50カ国の批准まであと10カ国であること、現在この条
約に反対している⽇本政府が率先して禁⽌条約に参加することの
意義を伝えました。

機関会議報告

第３回理事会を開催しました（WEB）
⽇時：８⽉21⽇（⾦）13時30分∼14時30分⽇時：８⽉21⽇（⾦）13時30分∼14時30分
場所：ＷＥＢ会議システム開催場所：ＷＥＢ会議システム開催
出席：13名（理事11名：監事２名）出席：13名（理事11名：監事２名）
内容：議事に先⽴ち理事会参加者全員が⼀堂に会するのと同等に充分な意⾒交換ができることを相互に確認し、内容：議事に先⽴ち理事会参加者全員が⼀堂に会するのと同等に充分な意⾒交換ができることを相互に確認し、

以下の案件についてＷＥＢ会議システムを⽤いて審議を⾏い、承認されました以下の案件についてＷＥＢ会議システムを⽤いて審議を⾏い、承認されました
１．2020年度⻑野県⽣協連各種企画の実施判断（下期企画の実施計画）に関する件１．2020年度⻑野県⽣協連各種企画の実施判断（下期企画の実施計画）に関する件
２．⽀援募⾦の拠出に関する件２．⽀援募⾦の拠出に関する件

⽇時：８⽉21⽇（⾦）13時30分∼14時30分
場所：ＷＥＢ会議システム開催
出席：13名（理事11名：監事２名）
内容：議事に先⽴ち理事会参加者全員が⼀堂に会するのと同等に充分な意⾒交換ができることを相互に確認し、

以下の案件についてＷＥＢ会議システムを⽤いて審議を⾏い、承認されました
１．2020年度⻑野県⽣協連各種企画の実施判断（下期企画の実施計画）に関する件
２．⽀援募⾦の拠出に関する件

⽇時：７⽉３⽇（⾦） 14時00分∼15時20分⽇時：７⽉３⽇（⾦） 14時00分∼15時20分
場所：WEB会議システム開催場所：WEB会議システム開催
出席：５名（⻑野医療⽣協、東信医療⽣協、上伊那医療⽣協、県⽣協連）出席：５名（⻑野医療⽣協、東信医療⽣協、上伊那医療⽣協、県⽣協連）
内容：会議に先⽴ち参加者全員が⼀堂に会するのと同等に充分な意⾒交換ができることを相互に確認しました。内容：会議に先⽴ち参加者全員が⼀堂に会するのと同等に充分な意⾒交換ができることを相互に確認しました。

部会⻑に根本賢⼀⽒（上伊那医療⽣協）を選出し、根本部会⻑が議事を進⾏しました。部会⻑に根本賢⼀⽒（上伊那医療⽣協）を選出し、根本部会⻑が議事を進⾏しました。
(1)� 2019年度第３回医療部会報告、2020年度第１回介護福祉部会報告、信州まるごと健康チャレンジ2020実(1)� 2019年度第３回医療部会報告、2020年度第１回介護福祉部会報告、信州まるごと健康チャレンジ2020実
⾏委員会報告⾏委員会報告

(2)�20202年度の取り組みについて(2)�20202年度の取り組みについて
①�部会の開催について（年３回開催）①�部会の開催について（年３回開催）
②�県外視察について②�県外視察について
視察は中⽌、研修会及び講演会（WEB）開催を検討視察は中⽌、研修会及び講演会（WEB）開催を検討

③�信州まるごと健康チャレンジ2020について③�信州まるごと健康チャレンジ2020について
(3)�活動交流について(3)�活動交流について

⽇時：７⽉３⽇（⾦） 14時00分∼15時20分
場所：WEB会議システム開催
出席：５名（⻑野医療⽣協、東信医療⽣協、上伊那医療⽣協、県⽣協連）
内容：会議に先⽴ち参加者全員が⼀堂に会するのと同等に充分な意⾒交換ができることを相互に確認しました。

部会⻑に根本賢⼀⽒（上伊那医療⽣協）を選出し、根本部会⻑が議事を進⾏しました。
(1)� 2019年度第３回医療部会報告、2020年度第１回介護福祉部会報告、信州まるごと健康チャレンジ2020実
⾏委員会報告

(2)�20202年度の取り組みについて
①�部会の開催について（年３回開催）
②�県外視察について
視察は中⽌、研修会及び講演会（WEB）開催を検討

③�信州まるごと健康チャレンジ2020について
(3)�活動交流について

県⽣協連活動報告

第１回医療部会が開催されました（WEB）
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⽇時：７⽉20⽇（⽉） 10時30分∼11時30分⽇時：７⽉20⽇（⽉） 10時30分∼11時30分
場所：⻑野県婦⼈会館 １階会議室（⻑野市）場所：⻑野県婦⼈会館 １階会議室（⻑野市）
出席：10名（幹事８名、事務局２名）出席：10名（幹事８名、事務局２名）
内容：鵜飼会⻑が議⻑を務め、議事を進⾏しました。内容：鵜飼会⻑が議⻑を務め、議事を進⾏しました。

１．事務局が以下の事項を提案し、協議を⾏い承認されました。１．事務局が以下の事項を提案し、協議を⾏い承認されました。
(1)�第50回⻑野県消費者⼤会の開催について(1)�第50回⻑野県消費者⼤会の開催について

規模を縮⼩し、参加者を集めて開催する⽅向規模を縮⼩し、参加者を集めて開催する⽅向
(2)� 2020年度市町村消費者⾏政調査結果まとめ（第１次案）につ(2)� 2020年度市町村消費者⾏政調査結果まとめ（第１次案）につ

いていて
(3)�⻑野県消費⽣活審議会委員の推薦について(3)�⻑野県消費⽣活審議会委員の推薦について
(4)�2019年度監査報告について(4)�2019年度監査報告について

⽇時：７⽉20⽇（⽉） 10時30分∼11時30分
場所：⻑野県婦⼈会館 １階会議室（⻑野市）
出席：10名（幹事８名、事務局２名）
内容：鵜飼会⻑が議⻑を務め、議事を進⾏しました。

１．事務局が以下の事項を提案し、協議を⾏い承認されました。
(1)�第50回⻑野県消費者⼤会の開催について

規模を縮⼩し、参加者を集めて開催する⽅向
(2)� 2020年度市町村消費者⾏政調査結果まとめ（第１次案）につ

いて
(3)�⻑野県消費⽣活審議会委員の推薦について
(4)�2019年度監査報告について

県消団連活動報告

第４回幹事会が開催されました

⽇時：７⽉30⽇（⽊） 10時00分∼11時35分⽇時：７⽉30⽇（⽊） 10時00分∼11時35分
場所：WEB会議システム開催場所：WEB会議システム開催
出席：４名（⻑野医療⽣協、コープながの、⾼齢者⽣協、県⽣協連）出席：４名（⻑野医療⽣協、コープながの、⾼齢者⽣協、県⽣協連）
内容：議事に先⽴ち部会参加者全員が⼀堂に会するのと同等に充分な意⾒交換ができるかを相互に確認しまし内容：議事に先⽴ち部会参加者全員が⼀堂に会するのと同等に充分な意⾒交換ができるかを相互に確認しまし

た。丸橋部会⻑が挨拶し議事を進⾏した。た。丸橋部会⻑が挨拶し議事を進⾏した。
１．第１回介護福祉部会報告の確認１．第１回介護福祉部会報告の確認
２．2020年度活動計画について２．2020年度活動計画について

(1)�ＶＲ認知症研修会について（中⽌決定）(1)�ＶＲ認知症研修会について（中⽌決定）
法⼈の職員にとっては、他法⼈の事業所を知らない、相互にどういうこだわりや想いをもって事業活法⼈の職員にとっては、他法⼈の事業所を知らない、相互にどういうこだわりや想いをもって事業活

動をおこなっているかの相互交流について要望が出され、オンライン交流会開催を検討することとしま動をおこなっているかの相互交流について要望が出され、オンライン交流会開催を検討することとしま
した。した。

(2)�県外視察研修について（中⽌決定）(2)�県外視察研修について（中⽌決定）
(3)�⻑野市との懇談会について(3)�⻑野市との懇談会について

例年通りに懇談会ではなく、相互理解の場、⻑野市とのコミュニケーションの場として検討していくこ例年通りに懇談会ではなく、相互理解の場、⻑野市とのコミュニケーションの場として検討していくこ
ととしました。要請⾏動ではなく、新型コロナ禍（または災害時）での福祉事業者の相互連携や今後のととしました。要請⾏動ではなく、新型コロナ禍（または災害時）での福祉事業者の相互連携や今後の
障がい者や要介護者・⾼齢者に優しい⻑野市を⽬指して、⽣協ができること、期待されることなどの意障がい者や要介護者・⾼齢者に優しい⻑野市を⽬指して、⽣協ができること、期待されることなどの意
⾒交換をイメージしていくこととしました。⾒交換をイメージしていくこととしました。

(4)�リハビリ職員の研修・⽀援について(4)�リハビリ職員の研修・⽀援について
新型コロナの状況が落ち着いたら実施することを確認しました。新型コロナの状況が落ち着いたら実施することを確認しました。

３．信州まるごと健康チャレンジ2020の取り組みについて３．信州まるごと健康チャレンジ2020の取り組みについて
４．各会員⽣協の活動交流４．各会員⽣協の活動交流

新型コロナウィルス感染症の予防を含めた⽇常業務対応の基準やマニュアルに関して、各法⼈のマニュ新型コロナウィルス感染症の予防を含めた⽇常業務対応の基準やマニュアルに関して、各法⼈のマニュ
アルを集約して各会員⽣協に共有することとしました。アルを集約して各会員⽣協に共有することとしました。

⽇時：７⽉30⽇（⽊） 10時00分∼11時35分
場所：WEB会議システム開催
出席：４名（⻑野医療⽣協、コープながの、⾼齢者⽣協、県⽣協連）
内容：議事に先⽴ち部会参加者全員が⼀堂に会するのと同等に充分な意⾒交換ができるかを相互に確認しまし

た。丸橋部会⻑が挨拶し議事を進⾏した。
１．第１回介護福祉部会報告の確認
２．2020年度活動計画について

(1)�ＶＲ認知症研修会について（中⽌決定）
法⼈の職員にとっては、他法⼈の事業所を知らない、相互にどういうこだわりや想いをもって事業活

動をおこなっているかの相互交流について要望が出され、オンライン交流会開催を検討することとしま
した。

(2)�県外視察研修について（中⽌決定）
(3)�⻑野市との懇談会について

例年通りに懇談会ではなく、相互理解の場、⻑野市とのコミュニケーションの場として検討していくこ
ととしました。要請⾏動ではなく、新型コロナ禍（または災害時）での福祉事業者の相互連携や今後の
障がい者や要介護者・⾼齢者に優しい⻑野市を⽬指して、⽣協ができること、期待されることなどの意
⾒交換をイメージしていくこととしました。

(4)�リハビリ職員の研修・⽀援について
新型コロナの状況が落ち着いたら実施することを確認しました。

３．信州まるごと健康チャレンジ2020の取り組みについて
４．各会員⽣協の活動交流

新型コロナウィルス感染症の予防を含めた⽇常業務対応の基準やマニュアルに関して、各法⼈のマニュ
アルを集約して各会員⽣協に共有することとしました。

第２回介護福祉部会が開催されました（WEB）

県⽣協連活動報告
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長野県生協連　２０２０年９月～１０月　活動予定Information

お知らせ

健康が一番！気になっている方（家族）、みんなで健康づくりにチャレンジしてみませんか？
どなたでも参加（無料）できます。

◆チャレンジ参加方法：
　①　チャレンジコースを決め、チラシ添付申込書ハガキをポストに投函
　②　チャレンジ期間60日間（10～12月の間の60日間）
　③　チラシ添付報告書ハガキに必要な事項記入し、ポストに投函
　④　今までのチャレンジ効果がもったいない！　引き続きチャレンジしましょう。

◆問い合わせ先：長野県生活協同組合連合会　ＴＥＬ026-261-1380

みんなで、健康づくりにチャレンジしましょう！みんなで、健康づくりにチャレンジしましょう！みんなで、健康づくりにチャレンジしましょう！

協同組合間活動報告

第４回信州まるごと健康チャレンジ2020実行委員会が開催されました
⽇時：７⽉９⽇（⽊） 14時00分∼15時00分⽇時：７⽉９⽇（⽊） 14時00分∼15時00分
場所：WEB会議システム開催場所：WEB会議システム開催
出席：11名（ＪＡ中央会、ＪＡ厚⽣連⻑野、コープながの、⻑野県労⾦、⻑野医療⽣協、東信医療⽣協、上伊那医療出席：11名（ＪＡ中央会、ＪＡ厚⽣連⻑野、コープながの、⻑野県労⾦、⻑野医療⽣協、東信医療⽣協、上伊那医療

⽣協、労協ながの、県⽣協連）⽣協、労協ながの、県⽣協連）
内容：議事に先⽴ち実⾏委員参加者全員が⼀堂に会すると同等に⼗分な意⾒交換ができることを相互に確認しま内容：議事に先⽴ち実⾏委員参加者全員が⼀堂に会すると同等に⼗分な意⾒交換ができることを相互に確認しま

した。県⽣協連の関専務が開会の挨拶を⾏い、議事を進⾏しましたした。県⽣協連の関専務が開会の挨拶を⾏い、議事を進⾏しました
(1)�前回議事録の確認について(1)�前回議事録の確認について
(2)�パンフレットとＡＣＥチラシの完成原稿について(2)�パンフレットとＡＣＥチラシの完成原稿について
(3)�今後の学習会の取り組みについて(3)�今後の学習会の取り組みについて
 ・組織内の学習会、2021年１⽉の結果報告の学習会について意⾒交換を⾏いました。 ・組織内の学習会、2021年１⽉の結果報告の学習会について意⾒交換を⾏いました。

⽇時：７⽉９⽇（⽊） 14時00分∼15時00分
場所：WEB会議システム開催
出席：11名（ＪＡ中央会、ＪＡ厚⽣連⻑野、コープながの、⻑野県労⾦、⻑野医療⽣協、東信医療⽣協、上伊那医療

⽣協、労協ながの、県⽣協連）
内容：議事に先⽴ち実⾏委員参加者全員が⼀堂に会すると同等に⼗分な意⾒交換ができることを相互に確認しま

した。県⽣協連の関専務が開会の挨拶を⾏い、議事を進⾏しました
(1)�前回議事録の確認について
(2)�パンフレットとＡＣＥチラシの完成原稿について
(3)�今後の学習会の取り組みについて
 ・組織内の学習会、2021年１⽉の結果報告の学習会について意⾒交換を⾏いました。

その他の取り組み

2020年核兵器廃絶長野県網の目平和大行進が行われました
今年は、新型コロナウイルス感染拡⼤の影響を受け、全国各地で創意⼯今年は、新型コロナウイルス感染拡⼤の影響を受け、全国各地で創意⼯

夫を凝らしながらタスキを繋ぎました。７⽉３⽇に新潟県から引き継ぎ、県内夫を凝らしながらタスキを繋ぎました。７⽉３⽇に新潟県から引き継ぎ、県内
を縦断して７⽉10⽇群⾺県へ、７⽉15⽇⼭梨県へ引き継がれました。を縦断して７⽉10⽇群⾺県へ、７⽉15⽇⼭梨県へ引き継がれました。
７⽉７⽇（⽕）に⻑野県庁前にて出発式が⾏われ、宮⽥弘則県教組委員⻑７⽉７⽇（⽕）に⻑野県庁前にて出発式が⾏われ、宮⽥弘則県教組委員⻑

が主催者あいさつ、根橋幸夫⻑野県国際課⻑の激励のあいさつが⾏われ、が主催者あいさつ、根橋幸夫⻑野県国際課⻑の激励のあいさつが⾏われ、
県議会議⻑からのメッセージが紹介されました。その後、県⽣協連� 関佳之県議会議⻑からのメッセージが紹介されました。その後、県⽣協連� 関佳之
専務理事が、核兵器を禁⽌し廃絶する条約の締結を、国連をはじめ国際社専務理事が、核兵器を禁⽌し廃絶する条約の締結を、国連をはじめ国際社
会に訴えるヒバクシャ国際署名の取り組みを紹介し、核兵器廃絶を共に進め会に訴えるヒバクシャ国際署名の取り組みを紹介し、核兵器廃絶を共に進め
る⽴場から激励の挨拶を⾏いました。⻑野県⽣協連からはペナント協⼒も⾏る⽴場から激励の挨拶を⾏いました。⻑野県⽣協連からはペナント協⼒も⾏
いました。いました。
今年の⻑野県での⾏進は、新型コロナウイルス感染防⽌の観点から、例年の⼀般⾏進を⾏わず、⾞で核兵器は今年の⻑野県での⾏進は、新型コロナウイルス感染防⽌の観点から、例年の⼀般⾏進を⾏わず、⾞で核兵器は

廃絶を訴えながら進⾏して、各地域のポイントポイントにて、スタンディングや宣伝⾏動、ペナント受け取り、引継廃絶を訴えながら進⾏して、各地域のポイントポイントにて、スタンディングや宣伝⾏動、ペナント受け取り、引継
ぎなどを⾏いました。ぎなどを⾏いました。

今年は、新型コロナウイルス感染拡⼤の影響を受け、全国各地で創意⼯
夫を凝らしながらタスキを繋ぎました。７⽉３⽇に新潟県から引き継ぎ、県内
を縦断して７⽉10⽇群⾺県へ、７⽉15⽇⼭梨県へ引き継がれました。
７⽉７⽇（⽕）に⻑野県庁前にて出発式が⾏われ、宮⽥弘則県教組委員⻑

が主催者あいさつ、根橋幸夫⻑野県国際課⻑の激励のあいさつが⾏われ、
県議会議⻑からのメッセージが紹介されました。その後、県⽣協連� 関佳之
専務理事が、核兵器を禁⽌し廃絶する条約の締結を、国連をはじめ国際社
会に訴えるヒバクシャ国際署名の取り組みを紹介し、核兵器廃絶を共に進め
る⽴場から激励の挨拶を⾏いました。⻑野県⽣協連からはペナント協⼒も⾏
いました。
今年の⻑野県での⾏進は、新型コロナウイルス感染防⽌の観点から、例年の⼀般⾏進を⾏わず、⾞で核兵器は

廃絶を訴えながら進⾏して、各地域のポイントポイントにて、スタンディングや宣伝⾏動、ペナント受け取り、引継
ぎなどを⾏いました。

　　月　日 　　　　会議・活動内容など
９月９日（水） 日本生協連「近年の災害支援から日生協の
 　　　地域社会での役割を考えるセミナー」
９月14日（月） 上期研修会（WEB開催）
９月23日（水） 地連運営委員会、労福協理事会
９月29日（火） 労福協実務者会議

　　月　日 　　　　会議・活動内容など
９月１日（火） 長野県図上訓練
９月７日（月） 第５回消団連幹事会
 （長野県くらし・安全消費生活課と懇談）
９月８日（火） 第４回常任理事会


